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内容
○避難所体験コーナー ,テント,簡易ベッドなど　

○災害時のトイレ対策コーナー

○ 追悼と記憶のコーナー

○防災用品と防災食、紹介コーナー

○.防災食無料配布１０月１７日（土）１時から
　　引換券および子ども引換券、持参ください。

○家具固定おすすめコーナー

子どもを守る防災展

おいしい防災食を食べてみませんか

In大東市文化ホール　市民ギャラリー

１０月１４日(水）１時から１８日１２時まで

○９５年１月１７日午前５時４６分震度７の激震
が兵庫南部を襲った。死者５４００人、家屋
の倒壊、焼失は１４万戸。ガス、水道、電
気はとまった。
○揺れでタンスの下敷きになりました。見ず知
らずの男性二人が引っ張り出してくれました
（７３歳民生委員）
○自宅の蔵書が布団の上に雨あられと降って
きました。(５２歳大学教員)

（1）家具固定で安心な在宅避難

阪神大震災では仮設トイレ３０４１基設置され
た。　避難所に仮設トイレが設置されたのは
早いところでも３日目以降、遅いところでは１０
日以上待つことになった。
　水の出ない水洗トイレは、みるみる便の山、
人目のつかない木陰や校庭の隅で用を足す
人が出てくる。
　小便を含め１日７回７日分、約５０回分の
糞尿袋を用意しよう。

（2）避難所トイレはウンコだらけ

無料の「生活 相続 医療なんでも相談会」
10月17日（土）午後1時から4時半（行政書士、福祉職による）

無料なんでも相談会

今から電話で予約できます.10名限定　ぱどる行政書士事務所072-200-2977　

主催：特定非営利活動法人働く者のメンタルヘルス相談室　電話072-888-1779伊福

この事業はＪＲ西あんしん社会財団から助成を受けています。

コロナ対策のため、会場の空調を常時運転、空気を入れ替えています
               マスク着用、入り口でのアルコール洗浄をお願いします。

間一髪、阪神高速道路から墜落を免れたスキー
の長距離バス。乗客、運転手は無事だった
（１９９５年１月１７日震災当日、西宮市内）
　　朝日新聞社「阪神大震災」より引用

内容
○避難所体験コーナー ,テント,簡易ベッドなど　

○災害時のトイレ対策コーナー

○ 追悼と記憶のコーナー

○防災用品と防災食、紹介コーナー

○アンケート回答者にはトイレマン1回分お持ち帰りいただけます。

○.避難所体験された方に防災食引換券
（１世帯１食、中学以下には,別に子ども引換券１人１枚）
（コロナ対策のため、申し込み用紙に、お名前、電話番号記入）

○.防災食、お赤飯無料配布１０月１７日（土）１時から
　　引換券および子ども引換券、持参ください。

○家具固定おすすめコーナー

避難所体験者には防災食、お子様にはお赤飯無料配布
　　　　１４日午後から引換券申し込み受け付けます

防災展の設営、撤去ボランティア募集、伊福までお電話ください
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